
 
  注

目
イ
ベ
ン
ト
！ 

第
十
一
回 

ア
テ
ル
イ
・
モ
レ
慰
霊
祭 

平
安
時
代
の
初
め
頃
、
東
北
地
方
の
族
長
ア
テ
ル
イ
は
、
陸
奥
胆
沢
（
む
つ
い
さ
わ
・
岩
手
県
）
を
本
拠
地
に
し
て
、
桓
武
天

皇
の
軍
に
抵
抗
し
て
東
北
地
方
を
守
り
続
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
八
◯
二
年
（
延
暦
二
十
一
年
）
征
夷
大
将
軍
坂
上
田
村
麻
呂
に

降
伏
し
、
同
年
、
旧
暦
八
月
十
三
日
に
、
ア
テ
ル
イ
を
支
え
続
け
た
モ
レ
と
共
に
、
河
内
国
で
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
の
人
々

の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
命
を
か
け
た
偉
大
な
人
物
で
し
た
。
坂
上
田
村
麻
呂
は
「
地
方
の
こ
と
は
地
方
に
任
す
べ
し
」
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。「
ア
テ
ル
イ
は
信
頼
で
き
る
人
物
で
あ
る
。
今
後
の
東
北
の
運
営
は
ア
テ
ル
イ
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
」

と
助
命
嘆
願
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
願
い
は
叶
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

枚
方
八
景
で
桜
の
名
所
と
さ
れ
て
い
る
牧
野
公
園
の
中
に
、「
伝
ア
テ
ル
イ
・
モ
レ
の
塚
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
塚
は
、
昔
か

ら
「
エ
ミ
シ
の
領
袖
の
首
塚
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
坂
上
田
村
麻
呂
は
、
二
人
を
埋
葬
す
る
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い

場
所
と
し
て
、
鎮
魂
と
土
地
鎮
め
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
片
埜
神
社
の
社
領
地
を
選
ば
れ
た
の
で
す
。
平
成
十
九
年
三
月
に
、「
伝

阿
弖
流
爲
・
母
禮
之
塚
」
の
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
年
の
旧
暦
八
月
十
三
日
が
、
二
人
を
慰
霊
す
る
の
に
最
も

ふ
さ
わ
し
い
秋
分
の
日
（
九
月
二
十
三
日
）
で
し
た
の
で
、
こ
の
日
に
第
一
回
ア
テ
ル
イ
・
モ
レ
慰
霊
祭
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

以
降
、
ア
テ
ル
イ
・
モ
レ
慰
霊
祭
を
、
毎
年
「
秋
分
の
日
」
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
第
十
一
回
目
の
慰
霊
祭
に
な
り
ま
す
。

慰
霊
祭
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
坂
上
田
村
麻
呂
の
至
誠
と
、
ア
テ
ル
イ
・
モ
レ
の
志
を
汲
み
取
っ
て
、
畏
敬
の
誠
を
捧
げ
て

く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

編
集
ス
タ
ッ
フ
よ
り 

ラ
イ
タ
ー
大
募
集
！
子
ど
も
か
ら
若
者
、
お

年
寄
り
ま
で
が
楽
し
め
る
内
容
を
目
指
し
ま

す
。
住
民
の
方
へ
は
も
ち
ろ
ん
、
交
野
ヶ
原
に

来
て
く
れ
た
方
々
へ
向
け
て
、
交
野
ヶ
原
の
魅

力
を
発
信
す
る
物
語
を
み
ん
な
で
作
っ
て
い
き

ま
せ
ん
か
？
私
達
の
住
む
交
野
ヶ
原
の
魅
力
を

探
し
て
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

交
野
ヶ
原
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
・
風
景
・
史

跡
・
歴
史
や
文
化
な
ど
、
交
野
ヶ
原
（
枚
方
・
交

野
）
に
ま
つ
わ
る
こ
と
な
ら
何
で
も
OK
！
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
の
投
稿
も
大
歓
迎
で
す
。
記
事
を

書
い
て
い
た
だ
け
る
方
は
左
記
連
絡
先
ま
で
お

気
軽
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
く
だ
さ
い
！ 
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創
刊
に
あ
た
っ
て 

実
行
委
員
長 

中
野
一
雄 

こ
の
度
、
交
野
ヶ
原
の
魅
力
を
伝
え
る
雑
誌
「
交
野

ヶ
原
物
語
」
を
刊
行
す
る
に
い
た
り
ま
し
た
。 

 

ご
存
じ
の
と
お
り
、
現
在
の
枚
方
市
・
交
野
市
に

広
が
る
丘
陵
地
は
、
古
く
か
ら
交
野
ヶ
原
と
呼
ば
れ

て
き
ま
し
た
。
記
紀
万
葉
以
前
か
ら
人
々
の
生
活
や

文
化
の
足
跡
が
残
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
時
代
ご
と

に
様
々
な
表
情
を
私
た
ち
に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。 

 

こ
の
交
野
ヶ
原
を
、
文
化
庁
が
認
定
す
る
日
本
遺

産
へ
申
請
・
登
録
を
目
指
し
、
地
域
の
誇
り
と
な
る

よ
う
、
天
の
川
・
交
野
ヶ
原
日
本
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
日
々
、
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。 

 

日
本
遺
産
の
申
請
・
登
録
へ
の
道
の
り
は
長
く
険

し
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
念
願
叶
い
、
日
本
遺
産
へ

登
録
さ
れ
た
と
し
て
も
、
交
野
ヶ
原
に
縁
の
あ
る

方
々
に
と
っ
て
、
「
他
人
事
」
で
あ
っ
て
は
日
本
遺

産
の
看
板
も
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、
交
野
ヶ
原
を
よ
り
生
活
の

中
で
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
「
交
野

ヶ
原
物
語
」
を
刊
行
す
る
に
い
た
り
ま
し
た
。
交
野

ヶ
原
と
い
う
場
所
に
ま
つ
わ
る
過
去
・
今
・
未
来
の

時
間
軸
、
そ
し
て
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
生
活

と
い
う
横
軸
を
つ
な
ぎ
、
老
若
男
女
が
時
を
超
え
て

も
手
に
取
り
た
く
な
る
「
交
野
ヶ
原
物
語
」
を
皆
様

と
と
も
に
創
り
上
げ
て
ま
い
り
た
い
所
存
で
す
。 

 

い
ず
れ
は
交
野
ヶ
原
の
皆
様
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
「
交
野
ヶ
原
物
語
」
と
な
る
こ
と
を
祈
り

つ
つ
、
創
刊
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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 七
夕
と
盆
踊
り
〜
旧
暦
で
ク
ロ
ス
す
る
二
つ
の
伝
統
〜 
嶋
田
研
志
郎 

こ
こ
二
十
年
か
け
て
、
交
野
と
枚
方
は
七
夕
の
町
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
が
根
付
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。
両
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
、
お
り
ひ
め
ち
ゃ
ん
と
ひ
こ
ぼ
し
く
ん
も
人
気
で
す
。 

 

さ
て
、
こ
こ
で
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
。
皆
さ
ん
は
、
七
夕
と
言
え
ば
、
七
月
七
日
を
思
い
浮

か
べ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
な
ぜ
、
梅
雨
真
っ
只
中
に
星
空
を
見
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

こ
の
答
え
は
意
外
と
簡
単
で
、
新
暦
と
旧
暦
の
違
い
で
す
。
私
た
ち
は
今
、
太
陽
を
中

心
に
し
、
一
年
を
十
二
ヶ
月
、
三
六
五
日
に
分
け
る
新
暦
（
太
陽
暦
）
を
用
い
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
新
暦
は
明
治
時
代
以
降
日
本
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
月
と
太

陽
の
動
き
を
使
っ
た
旧
暦
（
天
保
暦
）
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
で
は
、
そ
の
旧
暦
の

七
月
七
日
は
一
体
ど
う
い
う
日
だ
っ
た
の
か
。
天
空
に
は
上
弦
の
月
が
輝
き
、
南
の
空
に

輝
く
天
の
川
を
渡
る
一
槽
の
舟
の
よ
う
に
東
か
ら
西
へ
と
動
い
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
月

の
動
き
と
連
動
し
た
日
付
が
旧
暦
の
七
月
七
日
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
次
の
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
。
旧
暦
の
七
月
七
日
は
七
夕
で
す
が
、
旧
暦
の
七
月
十
五

日
は
何
の
日
で
し
ょ
う
？
こ
れ
は
、
勘
の
良
い
人
な
ら
す
ぐ
察
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

答
え
は
、
お
盆
で
す
。
「
八
月
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
疑
問
に
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
少
し
解
説
し
て
お
き
ま
す
。
明
治
以
前
は
旧
暦
七
月
十
五
日
が
お

盆
で
し
た
が
、
新
暦
に
代
わ
る
と
、
七
月
十
五
日
は
農
作
業
の
忙
し
い
時
期
で
し
た
。
一

説
に
よ
れ
ば
、
国
民
の
九
割
が
農
民
だ
っ
た
と
も
い
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
一
ヶ
月
遅
れ
の

八
月
十
五
日
付
近
を
お
盆
と
し
、
今
に
至
り
ま
す
。
東
京
な
ど
で
は
今
で
も
、
七
月
十
五

日
に
お
盆
を
行
う
家
庭
も
多
い
で
す
。
こ
ち
亀
の
両
津
の
浅
草
の
実
家
も
七
月
に
お
盆
を

済
ま
せ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
旧
暦
で
見
て
み
る
と
、
七
夕
か
ら
お
盆
ま
で
の
十
日
間
は

正
に
一
続
き
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
ち
な
み
に
、
交
野
ヶ
原
は
河
内
音
頭
の
源
流
で
あ
り
、

元
節
と
も
言
わ
れ
て
い
る
交
野
節
の
発
祥
地
で
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
盆
踊
り
で

盛
り
上
が
る
民
衆
が
あ
ま
り
に
も
多
く
、
お
上
が
お
触
書
を
出
し
、
自
粛
を
要
請
し
た
逸

話
も
あ
る
ほ
ど
、
盆
踊
り
と
も
縁
が
深
い
の
が
交
野
ヶ
原
で
す
。 

七
夕
と
盆
踊
り
と
い
う
、
夏
の
日
本
の
二
大
伝
統
が
交
差
す
る
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
、
そ
れ
も

ま
た
、
交
野
ヶ
原
を
語
る
う
え
で
外
せ
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
は
ず
で
す
。 

天
の
川
・
交
野
ヶ
原
日
本
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト   
廣
瀬
雅
雄 

私
は
「
天
の
川
七
夕
星
ま
つ
り
の
会
（
以
下
七
夕
の
会
）」
の
代
表
を
し
て
い
ま
す
。
当

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
七
夕
の
会
と
し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。
七
夕
の
会
は
、
ふ
る
さ
と
交

野
ヶ
原
（
枚
方
市
・
交
野
市
・
寝
屋
川
市
の
一
部
＝
旧
交
野
郡
全
域
と
茨
田
郡
の
一
部
）

を
日
本
に
お
け
る
七
夕
伝
説
発
祥
の
地
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
文
化
と
風
情
を
市
民
の
立

場
で
創
り
、
世
界
へ
そ
し
て
次
の
世
代
へ
伝
え
て
い
く
活
動
を
し
て
い
こ
う
と
、
平
成
元

年
に
市
民
の
有
志
で
起
ち
上
げ
た
団
体
で
す
。 

七
夕
の
会
で
は
二
〇
◯
七
年
の
枚
方
市
制
六
十
周
年
の
と
き
、
奈
良
県
天
川
村
な
ど
七

夕
に
縁
の
あ
る
町
が
一
同
に
会
す
全
国
七
夕
サ
ミ
ッ
ト
を
、
枚
方
市
・
交
野
市
と
協
働
で

行
い
ま
し
た
。
交
野
市
に
は
織
姫
を
祀
る
機
物
神
社
が
あ
り
、
天
野
川
を
は
さ
ん
で
枚
方

市
に
は
牽
牛
石
が
あ
り
ま
す
。
天
野
川
に
は
逢
合
橋
、
天
津
橋
、
鵲
橋
と
い
っ
た
名
前
の

橋
や
「
天
の
川
」
と
い
う
名
の
交
差
点
、
星
田
、
星
ケ
丘
、
中
宮
な
ど
星
に
ち
な
む
町
名

が
あ
り
、
天
野
川
上
流
に
は
物
部
氏
の
祖
先
神
・
饒
速
日
命
が
天
下
っ
た
と
さ
れ
る
天
の

磐
船
を
祀
る
磐
船
神
社
や
、
織
女
石
を
祀
る
星
田
妙
見
宮
、
さ
ら
に
獅
子
吼
寺
で
は
弘
法

大
師
空
海
が
求
聞
持
法
で
星
を
降
ら
せ
た
伝
説
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
桓
武
天
皇
は
交
野

天
神
社
を
作
り
郊
祀
壇
を
設
け
ま
し
た
。
平
安
貴
族
は
天
の
川
の
和
歌
を
詠
み
、
天
女
伝

説
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
交
野
ヶ
原
は
、
天
体
に
ま
つ
わ
る
地
名
や
伝
説
が

集
積
さ
れ
て
い
る
日
本
で
も
稀
有
な
場
所
な
の
で
す
（
参
考
論
文
「
民
間
伝
承
の
地
域
的

特
性
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究
」
京
都
学
園
大
学
二
〇
一
一
年
度
人
間
文
化
学
部
学

生
論
文
集
・
中
村
好
恵
）。 

こ
の
よ
う
な
魅
力
的
な
地
域
資
源
を
持
つ
交
野
ヶ
原
を
、
歴
史
文
化
だ
け
で
な
く
物
産

や
観
光
な
ど
経
済
的
要
素
も
視
野
に
加
え
な
が
ら
、
文
化
庁
が
認
定
す
る
日
本
遺
産
の
ス

ト
ー
リ
ー
と
し
て
伝
え
発
信
し
て
い
こ
う
、
と
い
う
市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
起
ち
上
が
り

ま
し
た
。
「
天
の
川
・
交
野
ヶ
原
を
日
本
遺
産
に
！
」
と
七
夕
の
会 

の
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
に
書
い
た
こ
と
か
ら
不
思
議
な
ご
縁
が
紡
い
で 

始
ま
っ
た
天
の
川
・
交
野
ヶ
原
日
本
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

〜
天
空
の
地
上
絵 
交
野
ヶ
原
〜     
佐
々
木
久
裕 

古
く
は
出
雲
族
・
物
部
・
秦
・
百
済
な
ど
の
渡
来
の
人
々
に
よ
っ
て
織
り
な
さ
れ
た
歴

史
の
縮
図
。
交
野
ヶ
原
と
は
、
天
野
川
右
岸
に
広
が
る
原
野
一
帯
を
指
す
地
名
で
あ
る
。 

「
枕
草
子
」
に
は
「
野
は
…
…
交
野
…
…
す
ず
ろ
に
を
か
し
け
れ
」
と
あ
り
、
趣
の
あ
る

野
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
た
。
こ
の
交
野
ヶ
原
で
天
津
御
祖
の
詔
を
う
け
、
物
部
氏
の
始
祖
饒

速
日
尊
が
天
の
磐
船
に
乗
っ
て
、
河
内
国
の
河
上
の
哮
が
峰
に
降
臨
し
た
と
い
う
天
孫
降

臨
神
話
が
『
先
代
旧
事
本
記
』
の
第
三
巻
「
天
孫
本
紀
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
四
世
紀

頃
に
は
、
こ
の
肩
野
物
部
氏
の
祖
先
た
ち
に
よ
っ
て
、
天
野
川
流
域
で
「
米
作
り
」
が
初

め
ら
れ
た
。
こ
の
天
野
川
の
天
女
伝
承
が
曽
称
好
忠
の
歌
集
、
『
曽
丹
集
』
に
あ
る
。
三

世
紀
後
半
か
ら
四
世
紀
に
か
け
て
、
物
部
の
一
族
の
も
の
と
思
わ
れ
る
古
墳
が
天
野
川
流

域
に
多
く
造
ら
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
流
域
に
は
羽
衣
橋
や
逢
合
橋
、
鵲
橋
な
ど
の
七
夕
に

ま
つ
わ
る
橋
が
存
在
し
、
枚
方
市
茄
子
作
に
あ
る
中
山
観
音
寺
跡
の
大
岩
を
「
牽
牛
石
（
牛

石
）
」
と
称
し
、
交
野
市
倉
治
の
機
物
神
社
で
は
、
七
夕
伝
承
に
ち
な
む
織
姫
「
天
棚
機

比
売
大
神
」
「
栲
機
千
々
比
売
大
神
」
を
ご
神
体
と
さ
れ
た
。
交
野
市
星
田
に
あ
る
星
田

妙
見
宮
（
小
松
神
社
）
の
ご
神
体
は
、
「
織
女
石
（
タ
ナ
バ
タ
石
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

貞
観
十
七
（
八
七
五
）
年
に
書
か
れ
た
、
『
妙
見
山
影
向
か
石
略
縁
起
』
に
よ
る
と
、
嵯

峨
天
皇
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
～
八
二
四
）
に
弘
法
大
師
空
海
が
獅
子
窟
寺
の
山
中
の
吉
祥

院
に
あ
る
獅
子
の
岩
屋
に
入
っ
て
修
行
を
し
て
い
る
と
き
七
曜
星
が
三
ヶ
所
に
降
っ
て

き
た
と
い
う
。
俗
に
八
丁
三
所
と
い
わ
れ
る
星
の
降
臨
伝
説
で
あ
る
。
現
在
の
枚
方
市
駅

の
東
南
に
は
、
か
つ
て
別
子
山
と
呼
ば
れ
た
小
高
い
丘
が
あ
り
、
一
乗
寺
所
蔵
の
「
天
ノ

川
鈴
見
地
蔵
尊
縁
起
」
に
よ
る
と
、
こ
こ
に
は
天
人
女
房
譚
と
繋
が
る
鶴
女
房
伝
説
が
残

っ
て
い
る
。
そ
し
て
桓
武
天
皇
が
七
八
五
年
、
日
本
で
初
め
て
天
皇
と
し
て
天
神
を
祀
る

郊
天
祭
祀
を
行
っ
た
の
も
交
野
ヶ
原
で
あ
っ
た
。 

百
済
王
氏
を
は
じ
め
、
多
く
の
部
族
・
渡
来
人
が
往
来
し
た 

時
空
の
交
差
点
。
交
野
ヶ
原
は
古
代
よ
り
天
地
を
結
ぶ
天
体
に 

関
す
る
伝
承
や
寺
社
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
日
本
人
の
天
地 

和
合
、
調
和
の
思
想
が
育
ま
れ
た
特
異
な
空
間
で
あ
っ
た
の
で 

あ
る
。 

TSU
TAYA
で
育
っ
た
僕
の
カ
ル
チ
ャ
ー  
神
田
錦
之
介 
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私
が
交
野
ヶ
原
に
引
っ
越
し
て
き
た
の
は
、

十
歳
の
時
で
し
た
。
ま
だ
、
三
越
百
貨
店
と

近
鉄
百
貨
店
、
長
崎
屋
が
健
在
だ
っ
た
京
阪

枚
方
市
駅
前
は
、
午
後
八
時
に
は
眠
る
町
だ

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
中
、
不
夜
城
の
ご
と
く
、
夜
の
十

一
時
ま
で
煌
々
と
ネ
オ
ン
を
照
ら
し
て
い
た

の
が
、
ご
存
じ
の

T
S
U
TA
YA

。
エ
ル
枚
方
内

の
一
階
が
セ
ル
、
二
階
が
レ
ン
タ
ル
と
分
け

ら
れ
て
い
た
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
屋
は
私
の
十

代
の
一
ペ
ー
ジ
を
彩
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
で
こ
そ
、
店
頭
の
手
書
き
Ｐ
Ｏ
Ｐ
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
当
た
り
前
の
ツ
ー

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
私
が
十
代
だ
っ
た

九
十
年
代
後
半
か
ら
ゼ
ロ
年
代
初
頭
は
効
果

的
な
販
促
ツ
ー
ル
と
し
て
光
を
浴
び
だ
し
た

頃
で
す
。
例
え
ば
、
中
学
三
年
生
の
時
、
オ

シ
ャ
レ
な
曲
が
な
い
も
の
か
と
思
い
ツ
タ
ブ

ラ(
T
SU
TA
YA

で
ブ
ラ
ブ
ラ)

を
し
て
い
る

と
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
「
枚
方
出
身
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
あ
の
名
曲
を
カ
バ
ー
」
と
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。
す
ぐ
に
Ｃ
Ｄ
を
取
り
、
試
聴
機
へ
向

か
う
と
、
流
れ
て
き
た
サ
ウ
ン
ド
は
「
真
夜

中
の
ド
ア
～St

ay
 
wi
th 

me

～
」
原
曲
を
知

ら
な
か
っ
た
私
も
即
座
に
市
川
藍
さ
ん
の
Ｃ

Ｄ
を
レ
ン
タ
ル
し
ま
し
た
。 

逆
に
こ
う
い
う
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。

高
校
一
年
の
秋
、
自
宅
で
見
て
い
た
テ
レ
ビ 

 

番
組
が
、
あ
る
女
性
の
こ
と
を
取
り
上
げ
て

お
り
、
天
才
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
言
わ
れ

る
彼
女
は
、
留
学
し
て
ボ
ス
ト
ン
の
音
楽
大

学
に
通
い
な
が
ら
深
夜
バ
ス
で
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
移
動
し
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
の
演
奏

で
ス
キ
ル
を
磨
い
て
い
ま
し
た
。
海
の
向
こ

う
で
タ
フ
に
自
分
の
腕
を
磨
い
て
い
る
彼

女
に
驚
き
、
と
り
あ
え
ず
、「
上
原
ひ
ろ
み
」

と
い
う
名
前
だ
け
を
憶
え
て
お
き
ま
し
た
。

そ
の
翌
日
、
ち
ょ
う
ど
中
間
テ
ス
ト
前
で
早

く
帰
れ
た
の
で
、
ツ
タ
ブ
ラ
を
す
る
と
、
こ

の
よ
う
な
Ｐ
Ｏ
Ｐ
が
あ
り
ま
し
た
。
「
情
熱

大
陸
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
ジ
ャ
ズ
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
上
原
ひ
ろ
み
さ
ん
。
エ
キ
セ
ン

ト
リ
ッ
ク
な
ピ
ア
ノ
は
必
聴
！
」
そ
し
て
、

そ
の
隣
に
は
試
聴
機
。
試
聴
し
な
が
ら
、「
こ

の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
作
っ
た
店
員
さ
ん
、
昨
日
の
情
熱

大
陸
見
て
た
ん
だ
な
ぁ
」
と
思
っ
た
り
し
た

も
の
で
す
。 

 

多
感
な
十
代
、
無
尽
蔵
の
Ｃ
Ｄ
と
ビ
デ
オ

を
誇
っ
たT

S
UT
AY
A

が
近
く
に
あ
っ
た
こ
と

は
私
の
カ
ル
チ
ャ
ー
を
形
成
す
る
上
で
大

き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。 

 

そ
れ
は
、
そ
こ
に
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
が
い
て

私
の
よ
う
な
利
用
客
と
の
言
葉
な
き
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
こ
と
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
今
週
末
は
久
し

ぶ
り
に
ツ
タ
ブ
ラ
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 


